













External activities such as university cooperation, industry-university-government cooperation
and others in Kawasaki Medical School: Part 6
－Activities from the middle of the 2013 fiscal year to the middle of 2014－
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The Kawasaki Medical School is participating in various initiatives for university cooperation and
industry-academia-government collaboration. Among these matters, the first author is responsible
for the following: focusing on efforts to form industrial clusters in Okayama prefecture, the
Consortium of Universities in Okayama and the Kurashiki Universities Collaboration meeting. As
well as detailing the activities of the past year in this article, we will also report on the acceptance of
overseas medical students through the International Federation of Medical Students' Associations
(IFMSA). In regards to the Consortium of Universities in Okayama, the educational cooperation
“Kawasaki Gakuen" (including Kawasaki Medical School and Kawasaki University for Kawasaki
University of Medical Welfare), had proposed withdrawing from the organization at the end of this
fiscal year at the first board member's meeting of 2014. This point will need careful consideration in
the future.
Key words: Universities Cooperation, the Consortium of Universities in Okayama,
Kurashiki Universities Collaboration Meeting, Industry-academia-government collaboration,


























































































































































































































































































































































科目名 講義年月日(含：予定) 担当教員 内容 受講者数
2013年度後期
iPS細胞の 2013年10月07日 大槻 剛巳 iPS細胞を含めた再生医療 12
医療応用 10月21日 吉田 篤史 iPS細胞を用いた腸管再生の挑戦
10月28日 鎌尾 浩行 iPS細胞を用いた眼科領域の再生医療
2014年度前期
胃腸疾患の 2014年５月26日 春間 賢 消化管疾患に関する最近の話題 14
トピックス ６月09日 鎌田 智有 消化管のがんはここまで診断・治療できる
６月23日 塩谷 昭子 ピロリ菌って？
2014年度後期（予定）
環境医学・ 2015年１月15日 大槻 剛巳 環境による健康被害
予防医学の最前線 １月29日 々 予防医学の新展開
２月12日 々 健康増進に向けて
がん研究の 2015年１月23日 大槻 剛巳 発がんのメカニズム




































































































































































































































科目名 講義年月日(含：予定) 担当教員 内容 受講者数
2013年度
放射線って 2013年09月12日 曽根 照喜 アイソトー プを利用した病気の診断と治療 29
怖くないの？ 10月08日 伊東 克能 画像でからだの中を透視する：病気はどこ? 32
11月29日 平塚 純一 放射線と生体 －善と悪－ 37
12月10日 三村 秀文 切らずに治す－放射線画像を利用した
癌や血管病変の治療－ 38
2014年度
生活習慣病を 2014年09月04日 宗 友厚 糖尿病について
考える 10月09日 大槻 剛巳 がんとその対策
11月20日 高尾 俊弘 生活習慣病の健康診断

































































































































































































































































し て，国 際 医 学 生 連 盟（International







































































年度 氏名 留学先大学 国名
2009 井川 京子 (Ｍ３) エラスムス大学 オランダ王国
2012 奥井 侑里 (Ｍ４) イエナ大学 ドイツ連邦共和国
2013 小暮 祐太 (Ｍ３) マドリード・コンプルテンセ大学 スペイン王国
古澤 航平 (Ｍ２) ペルアナ・カジェタノ・エレディア大学 ペルー共和国
2014 香川 元伸 (Ｍ３) ジェラール・バヤル大学 トルコ共和国
川崎医科大学での受け入れ
年度 氏名 所属大学 国名
2009 Mr. Johannes Sets ウィーン大学 オーストリア共和国
2011 Mr. Maximillian Makus Kremer インスブルック大学 オーストリア共和国
Ms. Micaela Liliance Rea Tobler ベルン大学 スイス連邦
Mr. Michal Fiser チャールズ大学 チェコ共和国
2013 Ms. Jitka Slehoferova プラハカレル大学 チェコ共和国
2014 Mr. Dani Zalem イエテボリ大学 スウェーデン王国
19大槻剛巳ほか：川崎医科大学の対外活動：その６
の中で，もっとも重要な件は，大学コンソーシ
アム岡山から脱退することの意思表示を川崎学
園として行ったことであろう。この問題は，年
度いっぱい，大学コンソーシアム岡山サイドで
も検討していくことになっているが，いわゆる
県内の大学として連携することの意義の中に，
それでも額の多少ではなく経費が必要であるこ
と，そしてやはりそういった連携組織として，
会費等徴収の上で実施される事業については，
参画大学への実利面も不可欠となることを再認
識しつつ，今後の展開については川崎学園とし
ての方針が揺るがないように対応していかざる
を得ないと考えている。
産学官連携事業については，2009年度から筆
頭著者が学長補佐職で担当した時期は，事務部
門も含めて，本学の研究という視点から拡充す
るような産学官連携活動に対して，人材も含め
た組織整備は十分ではなく，また教員の中での
こういった方面への視線も極めて弱いもので
あったのではないだろうかと感じられる。その
後の積極的な情報収集とその周知，さらには川
崎医科大学としての研究体制の中で，中央研究
部の設置と，兼任ながら研究職が部長補佐など
を担当すること，そして中央研究部事務部問の
中で，研究支援係の活動や，知財に精通した人
材の登用などが相俟って，ここ２～３年の経過
で，産学官連携活動やイノベーション創生への
機運も高まってきている印象である。筆頭著者
の担当する本項で記した種々の組織との連携に
ついても，中央研究部とともに歩調を合わせて
対峙していくことが肝要であろうと考えられ
る。
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